
教職員、父母・府民の声を届けました！ 

中学 1・2年生「チャレンジテスト」が迫る 12月 23日、 

「子どもと教育・文化を守る大阪府民会議」が「中学校『 

チャレンジテスト』小学校『すくすくウォッチ』の廃止・ 

撤回を求める要請書」第 1次提出を行いました。当日まで 

に 3827 筆を集約し、提出後は各団体から府教委に対して 

様々な立場から反対の意見表明がなされました。 

 「すくすくウォッチ」の結果を受け取った実際の家庭で 

起きた子どもと保護者の困惑や、学校が振り回されている 

実態についても語られ、教育委員会の窓口となった方からも驚きの声がもれました。中学校教

育、高校入試を大きくゆがめている「チャレンジテスト」、小学校教育を歪める「すくすくウォッ

チ」を、廃止・撤回に追い込むまで、引き続き署名にご協力下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

大教組見解を提出 

署名提出と同時に、大教組として「小学校『すくすくウォッチ』 

についての府議会答弁に関する見解」を提出しました。これは、 

11月 17 日大阪府議会教育常任委員会の質疑の中で、「すくすく 

ウォッチ」の法的位置づけを「教育活動」と小中課長が答弁をした 

ことに対してその問題点を指摘するものです。 

 そもそも問題のある「すくすくウォッチ」の廃止・撤回が改めて 

求められます。 

<集約した個人署名を提出＞ 

個人署名を集めよう！ 第 2次集約 12月末（大教組まで）目標 1万筆以上 

 現在、個人署名は3874 筆 


